
第３学年・算数科学習指導案 

 
 

１ 単元  あまりのあるわり算  

 

２ 単元目標 

 ◎ 乗法九九を１回適用してできる除法で，あまりのある場合の計算のしかたについて理解す 
  るとともに，それを用いる能力を身に付ける。 
 ○ あまりのある除法計算を，あまりのない除法計算のときと同様に進んで問題解決に活用し 
  ようとする。         （関心・意欲・態度） 
 ○ 既習の除法と関連付けて，あまりのある場合の除法でも乗法九九を使って答えが求められ 
  ることを筋道立てて説明する。        （数学的な考え方） 
 ○ あまりのある除法計算ができ，答えの確かめをすることができる。    （表現・処理） 
 ○ 「あまり」の意味，あまりと除数の大小関係，及びあまりのある除法計算のしかたを理解 
  する。             （知識・理解） 
 
３ 本単元の考え方 

(1) 児童の実態 
 本学年の児童は，算数が好きと答える児童が多く，算数に対して意欲的である。また，生  
活の中で算数を使っていると感じている姿が見られる。しかし，学習の中で，話し合うこと 
は楽しいと感じているが，進んで発表しようとする意識が低い。 

   上記は，本単元に入る前におさえておきたい力をまとめた前提条件テスト（レディネス問  
  題）である。これまで，児童は分けるという操作から，わり算の意味を理解し，乗法九九を  
  一回使ったあまりのないわり算の計算方法を学習してきた。本学級の児童は，除法の意味と， 
  乗法九九を一回適用してできる除法計算（あまりのない場合）については，理解してきている。 
  しかし，積極的に九九を用いる態度や，除数と商を関係付けたりして考えるなどの関数的な考え 
  方の素地は充分に身に付けていない。 
   

(2) 単元・題材について 
   本単元では，第３単元の発展として乗法九九を１回適用してできる除法で，あまりのある

場合の計算の意味と計算の方法について学習する。そして，あまりのある除法計算を用いる

場合でも，あまりのない除法計算同様に進んで問題解決できるようにする。除数と商が１位

数の場合，乗法九九を１回用いて商を求めることができる計算であり，第４学年で学習する

除法の計算のためにも必要であり，確実に技能を身に付けるようにすることが大切である。 
   また，①答えの確かめ方を理解する。②あまりのある場合とない場合の除法を統一的に把

握したうえで，除数とあまりの大きさを比較することによって，両者の関係をやや一般化し

てとらえ，除法の性質についての基本的な理解を図る。③除数とあまりの関係的な見方を通

して，関数的な考え方の素地をつくる。といった事項についても身に付けていく。 
 

  

前提条件テスト（調査）の問題 正答率 
・かけ算九九を１回適用する除法で，あまりのない場合の計算ができる。 ９７．４％ 
・a÷a，a÷１，０÷a の計算ができる。 ９８．７％ 

・九九を１回適用する除法の問題（あまりのない場合）の立式や計算，

求答ができる。 
８０．８％ 

・九九を１回適用する除法で，あまりのある場合の計算ができる。 ３０．８％ 
・九九を１回適用する除法の問題（あまりのある場合）の立式や計算，

求答ができるか。 
３０．８％ 



 (3) 指導・支援について 
   本単元は，わり算には，わり切れずにあまりのある場合を知らせ，その答えの求め方を考えさ

せることがねらいである。そのため，日常の身近な問題を提示し，操作活動，説明活動など算数

的な活動に繰り返し取り組み，確実に習得させたい。また，学習したことを様々な視点から解決

していく問題を取り入れることで，学習内容を活用する発展的な活動に取り組ませたい。 

      まず，導入段階では，身近な内容での問題づくりや問題提示を工夫し，未習内容と既習内容を

比べることで，違いに気付かせ，解決の見通しをもたせることで意欲・関心をもって問題に取り

組ませたい。 
次に，展開段階では，既習内容を掲示したり，既習内容の定着度を定着度シートでとらえたり

しながら，支援していきたい。また，アレイ図に表現するなどの操作活動を行い，除法のあまり

の意味や答えの大きさとあまりの関係などに，児童自ら気付くようにさせたい。 
また，互いの考えをよりよく説明する場を設け，３人組での話し合い活動を行ったりして，筋

道立てて考えることができるようにしたい。 
さらに，終末段階では，これまでの学習内容で学び取ったことを活用して解くことのできる問

題や日常生活に生かされる問題をつくり提示したい。また，学習活動にお互いに学びあう場を設

定したい。 

 
４ 指導計画（全８時間） 

時 学習内容 評価基準（評価の観点） 

１ 乗法九九を１回適用してできる除法で，あまりのある場

合の計算方法の理解  

学習問題 

ゼリーが 14 こあります。１人に３こずつ分けると，

何人に分けられますか。 

関わりきれない除法計算を既習の計算

を使って考えようとしている。 
考わりきれない除法計算を，既習の割

り切れる場合と結びつけて考えてい

る。 
２ あまりと除数の関係の理解 

学習問題 
13 このあめを４こずつふくろに入れます。何ふくろ

できて，何こあまりますか。 

知除数は，あまりより大きくなること

を理解している。 

３

・

４ 

あまりのある場合の除法計算での答えの確かめ方につい

ての理解 
学習問題 
色紙が 23まいあります。１人に６まいずつ分けると，

何人に分けられますか。また，何まいあまりますか。 
  
学習問題Ⅱ 
色紙が何枚かあります。４人で同じ数ずつ分けると，

１人分は２まいずつになって，１まいあまりました。 

はじめに色紙は 何まいあったのでしょう。 

表あまりのある除法の答えを乗法九九

を使って求めることができる。 

知あまりのある除法の答えの確かめ方

を理解している。 

５ あまりのとらえ方についての理解 

学習問題 

ボールが，１ダースと５こあります。このボールを

ぜんぶバッグに入れます。１つのバッグに３こずつ入

れていくと，バッグはいくついりますか。 

考場面をとらえて，商に１を加えた数

が答えになることを筋道立てて説明

できる。 

６ 「力をつけよう」 表学習内容を正しく用いて問題を解決

することができる。  
７(

本
時)  

学習内容の活用 関・考本単元の学習内容を適切に活用

して新しい問題に取り組むことがで

きる。 



８ 「たしかめよう」 
 

考・表・知 

学習内容を理解し，それを用いること

ができる。   
 

５ 本時  平成 22 年 10 月  日（ ）第 校時   
 

６ 本時目標 

○ 今までの既習内容をもとに，問題解決に進んで取り組もうとする。   （関心・意欲・態度） 
○ あまりのあるわり算の｢たしかめの式｣を利用し，｢わられる数｣と｢わる数｣と｢商｣と｢あまり｣の

関係を考えながら，筋道立てて□÷△＝○あまり◇に当てはまる式を見つけ出すことができる。 
（数学的な考え方） 

  

７ 本時授業仮説と仮説検証のための具体的な手立て 

(1) 本時授業仮説 
   あまりのある場合の計算の仕方について学んだ児童に，次のような手だてを講じれば，わり算

の立式から「たしかめの式」を使って数を求めたり，日常生活においての問題づくりに取り組ん

だりして，いろいろな場面であまりのあるわり算の考え方を養うことができるであろう。 
   ○ 既習内容をもとに多様な考えをもち，積極的に取り組めるような学習問題の提示 
   ○ 筋道立てて考える手順を説明し合う少人数交流 
   ○ ｢たしかめの式｣を使って順序よく考えるよさを話し合う全体交流 
   

(2) 仮説検証のための具体的な手立て 
 ○ 既習内容をもとに多様な考えをもち，積極的に取り組めるような学習問題の提示 
   児童はこれまでにわり算の答えのたしかめ方について学習してきている。あまりはわる数よ 
  り小さくなることを学習している。 
   本時では，既習を生かして解決する問題を２つ提示する。１つ目の問題ではわる数がわから

ない問題，２つ目の問題ではわられる数とわる数がわからない問題である。どちらもたしかめ

の式を利用しながら答えを求めるようにする。これは，除数とあまりの関係的な見方を通し

て，関数的な考え方の素地をつくることを身に付けるのに有効であると考えられる。 
   また，児童がより興味を持つように，身近な場面を問題文に取り入れるようにする。 
 
 ○ 筋道立てて考える手順を説明し合う少人数交流 
   これまでの学習で児童は各自の考えを交流する少人数交流に取り組んできた。少人数グルー

プは，数学的な考え方が自力でできる児童や，話し合いで自分の考えを伝えられる児童といっ

た観点から，意図的に構成したものである。また交流では，①自分の考えを伝え，答えを確か

め合うこと②互いの考えを出し合うことで，多様な解決方法を知ることを目的としている。  
   本時では，問題②の自力解決のあとに交流する。これは，問題①を理解して各自が筋道立て 
  て解決しようとしたかを確かめるためである。ここでは，話し合う観点（求めた数・△と□の 
  どちらから考えたか）を決めて交流するようにする。 
 
○ 「たしかめの式」を使って順序よく考えるよさを話し合う全体交流 

全体交流では，たしかめの式を利用して答えをだしていくよさを話し合う。ここでは，わる 
数に１から順にあてはめるだけでなく，「わる数」と「あまり」の関係にも気付いて答えを求め

ていくとよいことにもふれたい。また，「わられる数」より先に「わる数」を求めていく方が答

えが求めやすいことにも交流の中で気付かせ学習をまとめていくようにする。 
     
 
 
 
 



８ 学習過程 

配

時 
学習活動 指導の意図と手立て 評価の観点 

５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 問題①を知り，めあ

てを確認する。 

 

 

 

 

 

 

(１)立式する。 

式 15÷△＝2 あまり 3 
(２)めあてを確認する 

 

 

 

２ 解決する。 

(１)見通しを立てる。 

（見通し） 

・「たしかめの式」を使え

ば求められる。 
・△に数をあてはめてい

くと求められる。 
 
(２)各自で解決し，全体

で解決方法をまとめ

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習問題②を知り，

あてはまる数字を考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

○既習を振り返ることで，解決方法を見通すよう

促す。 

 

 

 

 

 

○｢たしかめの式｣から△(わる数)が求められる

ことを確認する。 

15÷△＝２あまり３から，△×２＋３＝１５   

△＝１の時 ２＋３＝５ となり適切ではない 

△＝２の時 ４＋３＝７ となり適切ではない 

△＝３の時 ６＋３＝９ となり適切ではない 

△＝４の時 ８＋３＝11 となり適切ではない 

△＝５の時 10＋３＝13 となり適切ではない 

△＝６の時 12＋３＝15 となり適切である 

 

        答え ６人に分けた 

○図やひき算より，わり算を使って筋道立てて考

えられているよさを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○予想される児童の反応は，次のとおりであろ

う。 

 
 
○問題を把握し

ているか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○見通しをもと

に各自解決して

いるか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○問題①との違

いを把握してい

るか 
 
 
 
 
○解決方法を 1
つは見出せてい

【問題①】 
 放生会のお店で１パック１５こ入りのたこやきを何人かで食べまし

た。１人２こずつ分けられて３こあまりました。何人に分けたのでし

ょう。 
        
  

【問題②】 
１パック□個入りのたこやきを何人かで分けました。１人２こずつも

らって３こあまりました。何個入りで何人に分けたのでしょう。 
 条件①：人数は 10 人をこえません。 
 条件②：考えた順番を記録しておきましょう。 
  

【めあて】  これまでの学習を生かして，△に入る数を求めよう。 



 

９ 学習構造図 
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７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 求め方の交流をする。 

(１) 少人数交流をする。 

(２) 全体交流をする。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

５ 問題づくりに取り組

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時を振り返る。 

□÷△＝２あまり３から，△×２＋３＝□ 
わる数とあまりの関係から△＝４から９ 
△＝４の時  □＝４×２＋３＝11 
△＝５の時  □＝５×２＋３＝13 
△＝６の時  □＝６×２＋３＝15 
△＝７の時  □＝７×２＋３＝17 
△＝８の時  □＝８×２＋３＝19 
△＝９の時  □＝９×２＋３＝21 
 

○互いに答えを確かめ合い，どの部分から考えて

求めたか話し合う。 

○｢たしかめの式｣から，はじめに△(わる数)の数

字を決めて考えていくとよいことを確かめる。 

○わる数とあまりの関係から，△(わる数)が４よ

り大きな数になることを確かめる。 

○思いつきで様々な数字を入れるのではなく，決

まりを使って順序よく数字をあてはめて求める

よさを確かめる。 

 

 

 

○掲示物（放生会の様子の写真）を参考に問題つ

くりに取り組む。 

 

 

 

 

○どの場合でも，「たしかめの式」を使うと数が

求められることを確認する。 

 

 

○これまでの学習を生かして問題を解決したこ

とを視点として｢今日の学習で｣を書くよう促す。 

るか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○進んで話し合

いができたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○｢今日の学習

で｣を書いている

か。 

【まとめ】 「たしかめの式」を使うとかんたんに数が求められる。 

【問題つくり：例】 
を何個買って何人かで分けました。１人 こずつもらって 

残りました。何個買って何人に分けたのでしょう。 
  


